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     プログラミング 

MESH とは？ 

 

 

 

MESH（メッシュ）は「Make、Experience、SHare」の

略。作り、体験し、共有する。 

MESHなら、プログラミング言語を知らなくても、やりたい 

ことをプログラミングで直感的に、手軽に組み立てることがで

きます。失敗しても大丈夫。何度も試行錯誤できるから、失敗

と成功の体験が積み重なる。積み重なった体験は自信となって、

生きる力につながります。 

プログラミングとものづくりを通して普遍的な力が 

身につくツール――それが MESH です。 

 

 

 

 

 

 

 

南郷里小理科室には中谷財団助成金を活用し、ＭＥＳＨブロ

ックの人感センサーとＧＰＩＯブロックを７セット購入し、授

業で使用しています。（1つのブロック 6,000円～7,000円）

上の写真は、児童が考えたプログラミングの様子です。タブレットで MESH アプリを使ってプログラムを

作ります。人感センサーに人を感知すると、ＧＰＩＯ（電源出力）が起動し、メーター付きコンデンサに蓄

電した電気で、モーターを回します。しばらくして人感センサーに人を感知しなくなると自動的にプロペラ

が止まるというプログラムです。 

 また、実験キット「ECO ライトⅢ」の手回し発電とブザーを使って、感知すればブザー音が鳴るプログ 

ラムを試しています。タブレットの MESH アプリからいろいろな音声を出すこともできます。自分の声を

録音して再生することもできるので、「いらっしゃいませ！」や

「おかえり！」という声を玄関前にタブレットとセンサーを置

けば、いろいろ楽しい機能になることを例に授業でプログラミ

ングの体験をしました。 

12 月 27 日にプログラミング研修を

オンラインで受けます。また報告します。

実際にキットが学校に届き、それを使っ

て研修が受けられるようです。 
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